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（様式第 6号）  

管理運営に係る事業計画書 

（７） 自由提案 

民間活力やＩＣＴを活かした、利用の促進や効率的な運営を実現できる新たな提案 

申 請 者 いるまミュージアムパートナーズ 

 

 

 

 

 

 

 

【第 2次入間市博物館基本計画に対する当グループの姿勢・考え方】 

・入間市博物館基本計画は、これからの貴市に求められる博物

館を創っていくための新たな運営指針として平成29年に第 1

次計画（平成 30年度～令和 2年度）が策定されました。 

・現在の第 2 次計画（令和 3 年度～令和 8 年度）は、第 1 次計

画の成果と課題を分析し、これからの運営の新たな指針として

策定されたものです。 

・第 2 次計画には、平成 30 年度から導入された指定管理者制

度を受け、指定管理者に期待する役割についても記載されて

おり、ALIT を運営していくうえで指定管理者の果たす役割の

重要性にも言及しています。 

・当グループは、同計画の中で期待されている指定管理者の役

割を果たし、ALIT の課題解決に寄与していくことが重要な使

命であると考え、ノウハウとネットワークを活かした取組みを推

進します。 

【第 2次入間市博物館基本計画で掲げられる課題に対するアプローチ】 

・当グループは、第 2 次入間市博物館基本計画の 12 の項目で掲げられるそれぞれの課題に対して、「指

定管理者としてできること」「指定管理者としてやるべきこと」に取り組み、貴市とともに課題解決と

ALITの活性化に邁進します。 

 

① 「資料の収集保存・調査研究」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

学芸員の専門性の向上に加えて、次世代に

知識と経験を引き継ぐための人材育成が

課題 

○学芸員との業務の棲み分けを明確に

するとともに効果的な連携を図り、学

芸員がその専門性を活かした業務に

専念できるようにする。 

○近隣学校の職業体験を受入れ、学芸

員業務の魅力を伝える。 

22㌻ 
(3)④交流・連帯 

資料の収蔵スペースが少なくなっている 
○倉庫等の整理整頓をサポート（現在も

実施）。 
 

 

 

 

１

1 

▶第2次入間市博物館基本計画を踏まえ、効果的に博物館活性化を図ります。 

▶自由提案として、敷地内看板の更新と全館 LED交換に関する提案をします。 

自由提案のポイント 

第 2次入間市博物館基本計画 
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（７） 自由提案 

民間活力やＩＣＴを活かした、利用の促進や効率的な運営を実現できる新たな提案 

申 請 者 いるまミュージアムパートナーズ 

 
 

② 「展示」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

内容的にも開館以降の調査研究成果が十分

に反映されていないことから、容易に展示替

えができる構造へのリニューアルが課題 

○展示替えのタイミングで、SNS や

YouTube 等でアピールしたり、展

示替えに合わせたイベントを開催。 

64㌻ 
(6)①広報・誘客 

自然科学分野の企画や優れた芸術文化に触

れる展示等が近年では予算の問題から開催

が難しくなっている 

○指定管理者として企画展・イベント

を開催（現指定管理期間でも開催）。 
27㌻ 

(5)④自主事業 

 

③ 「教育普及」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

学芸員数が減少する中、受講生のニーズに

応えられるような質の高い講座の継続と、博

物館全体の事業運営のバランスを取ること

も課題 

○学芸員と指定管理者が協働した講

座を実施（受講生のニーズを踏まえ

ながら講座を共同または分担して

開催）。 

○ALITお茶大学の共催（継続）。 

４7㌻ 
(4)⑥市との 

   連絡調整 

ICT を活用し、インターネット等の様々な媒

体によっても、調査研究成果を公開発表して

いくことも必要 

○ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルやデジタルサ

イネージを活用して誰もが分かりや

すい内容で公開発表。 

64㌻ 
(6)①広報・誘客 

毎週日曜日に地元農家とレストランが農産

物の朝市を開催しているが、他は単発的なイ

ベントの実施にとどまっている 

○キッチンカーの誘致やワークショッ

プの定期的な開催。 
25-28㌻ 
(5)④自主事業 

感染リスクを避けた形での事業実施や、ICT 

機器を活用したオンラインでの教育普及の

活動を並行して進めていく必要 

○YouTubeチャンネルを活用した教

育普及活動を提案（学芸員と連携） 
64㌻ 

(6)①広報・誘客 

 

④ 「教育機関との連携」のおける課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

感染リスクを避けての事業実施や、博物館か

ら学校への出前授業、GIGA スクール構想

に対応してICT機器を活用したオンラインで

の教育普及への対応を並行して進めていく

必要 

○教育委員会と連携し、指定管理者 

ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルの活用を  

検討。 

22㌻ 
(3)④交流・連帯 

学芸員と展示解説員等のスタッフが連携を

密にするとともに、時代の変化に対応できる

ように研修を重ねていく必要 

○指定管理者の博物館ネットワークの

活用。 
23㌻ 

(3)④交流・連帯 
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管理運営に係る事業計画書 

（７） 自由提案 

民間活力やＩＣＴを活かした、利用の促進や効率的な運営を実現できる新たな提案 

申 請 者 いるまミュージアムパートナーズ 

⑤ 「情報発信」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

今後も指定管理者と連携して、よりタイムリ

ーで効果的な情報発信ができるようにして

いく必要 

○現状の広報媒体の効果測定を行

い、より効果的な広報手段を選択・

実行。 

○SNS、YｏｕＴｕｂｅなどＩＣＴを活用し

た効果的な広報の実施。 

61-62㌻ 
(6)①広報・誘客 

来館者アンケートなどでは、まだまだ広報が

足りていないという指摘があり、知りたい情

報が、知りたい人へ届いていないのが課題 

63-66㌻ 
(6)①広報・誘客 

「入間市のことなら博物館へ行けば何でも分

かる」という「地域の総合博物館」としての側

面を強く打ち出していく必要 

○「入間市検定の創設」「クイズラリー」

など入間市のことを学べる事業や 

イベントを実施。 

28㌻ 
(5)④自主事業 

入間市の自然や歴史・文化財等、地域の潜在

的な観光資源を、わかりやすく噛み砕いて情

報発信することで、市外から訪れる人にとっ

ての「入間市のビジターセンター」としての役

割を果たしていく必要 

○ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルでの紹介、 

クイズラリーの実施、紙芝居、漫画

などによる情報発信。 

64㌻ 
(6)①広報・誘客 

 

⑥ 「生涯学習と協働事業」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

市民の主体的な調査研究活動が博物館を拠

点として行われ、地域の課題解決や学術文

化の発展強化に活かされていく恒常的な仕

組みが求められている 

○公募展の開催など、市民の調査研

究活動等の発表機会を提供。 
27㌻ 

(3)⑤自主事業 

市民との協働や、ボランティアとの連携の 

強化 

○ＳＮＳ等を通してボランティア会の

活動をＰＲ。 

○狭山市立博物館ボランティアとの 

情報交換、交流機会の提供。 

22-23㌻ 
(3)④交流・連帯 

 

⑦ 「市民文化活動の支援」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

平成３０年度より指定管理者の業務となり、

博物館への来館者数を増やすための誘客を

目的とした自主事業も行うようになったこと

から、博物館の ALIT お茶大学講座主催事

業や、公民館等の事業による使用と合わせ、

一般に貸出しできる期間が限定されている

ことが課題 

○茶室など稼働率の低い諸室やエント

ランスや市民広場、2 階テラスなど

のオープンスペースを活用した事業

の実施。 

25-28㌻ 
(5)④自主事業 

 

⑧ 「多様な利用者へのアプローチ」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

福祉関係団体をはじめ、観光や商工業関係

団体、レストラン・ミュージアムショップとの

連携の強化を含めて、今後も継続して事業

を実施 

○多様な団体との連携を促進。 

○ミュージアムショップは、観光協会や

地域団体と連携しながら地域性を

打ち出した運営を行う。 

21-23㌻ 
(3)④交流・連帯 

29-30㌻ 
(3)⑤自主事業 
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（様式第 6号）  

管理運営に係る事業計画書 

（７） 自由提案 

民間活力やＩＣＴを活かした、利用の促進や効率的な運営を実現できる新たな提案 

申 請 者 いるまミュージアムパートナーズ 

⑨ 「文化財の保護活用」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

令和３年度から設置した「入間市文化財保存

活用基金」を周知し、多くの方に賛同を得

て、基金を充実させていくことが今後の課題 

○ＳＮＳやイベントチラシ等で基金につ

いて周知を図る。 
63-64㌻ 
(6)①広報・誘客 

 

⑩ 「施設の維持管理」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

空調設備や屋上の防水設備を中心に経年劣

化による障害が多発しており、緊急的な修繕

により対応 ○現状の施設・設備の状況と修繕履歴

を踏まえた効果的な修繕計画の  

策定・実行。 

59-60㌻ 
(5)①維持管理 建物全体に係る劣化については、引き続き

博物館・公共施設マネジメント推進課・指定

管理者との連携により修繕費用の計画的な

予算化が必要 

 

⑪ 「来館者等の推移」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

令和２年初頭からの新型コロナウィルス感染

症の影響による臨時休館（約５か月）、事業

の中止や規模の縮小、市民の外出自粛傾向

もあり、来館者数は大幅な減少 

○徹底した感染症対策と新しい生活

様式に沿った密にならない事業・ 

アウトドアでの事業を企画。 

51㌻ 
(4)⑦緊急時対応 

26㌻ 
(3)⑤自主事業 

来館者の興味関心を喚起するものが何なの

か、特別展の企画にあたり分析し来館者の

増加を図る 

○来館者アンケートやイベント参加者

へのアンケートを行い、ニーズを 

収集。 

18㌻ 
(3)②サービス向上 

館庭の活用や、レストラン、ミュージアムショ

ップとの連携は、来館者の増加を図っていく

上では極めて重要 

○レストランとの相互誘客の取組み推

進、賑わいを創り出すミュージアム

ショップの運営。 

21㌻ 
(3)④交流・連携 

29-30㌻ 
(3)⑤自主事業 

高校生や大学生、幼児を含む子育て世代の

利用が少ない。指定管理者自主事業で幼児

と保護者向けの教室を開催することで少し

ずつ新しい層の誘客に努めているが、今後

においても、より多くの市民に博物館を利

用・活用してもらえる事業や仕組みづくりを

検討していく必要 

○学び・文化・健康・遊び・工作など幅

広いジャンルの事業の企画・実施。 
25-28㌻ 
(5)④自主事業 

新型コロナウィルス感染症対策として、ICT 

を活用し、いつでもどこでも博物館の持つ情

報を提供することが求められている 

○YouTube チャンネルや SNS によ

る情報発信。 

○バーチャル茶室によるＰＲ。 

64㌻ 
(6)①広報・誘客 

 

⑫ 「職員体制」における課題へのアプローチ 

課題 指定管理者としてのアプローチ 関連頁 

入間市博物館の継続的な質の高い事業運営

のためには、計画的な人材の確保と養成が

最重要課題 

○職業体験やインターンシップの受け

入れ。 
22㌻ 

(3)④交流・連帯 
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（様式第 6号）  

管理運営に係る事業計画書 

（７） 自由提案 

民間活力やＩＣＴを活かした、利用の促進や効率的な運営を実現できる新たな提案 

申 請 者 いるまミュージアムパートナーズ 

 

 

【入間市博物館基本計画におけるＳＤＧｓの取組の推進】 

・第 2次入間市博物館基本計画は「ＳＤＧｓ」の 17のゴールのう

ち「４ 質の高い教育をみんなに」と「１７ パートナーシップで目

標を達成しよう」の２つの目標の実現を目指した計画として策

定されています。 

・SDGｓは、２０３０年までに持続可能でより良い世界を目指す

国際目標であり、当グループもこの趣旨を理解して、ALITにお

いて指定管理者としてできることに取り組みます。 

【具体的な取組み① 質の高い教育をみんなに】 

・指定管理者として学びにつながるきっかけや興味関心の喚起

につながる取組みをカジュアルな事業やイベントを通して推進

します（25～２８㌻参照）。 

【具体的な取組み② パートナーシップで目標を達成しよう】 

・「市×指定管理者×地域団体×多様な団体」がパートナーとしてお互いの長所・専門性を活かした連携を

図ることで、自分たちだけではできないことができるようになり、それが課題解決や博物館の活性化に

つながると考えます。 

・当グループは、貴市をはじめとした多様な人・団体との連携を推進し、ALIT の来館者目標 80,000 人

と基本計画の目指す姿「市民の心のよりどころとなる博物館」をともに目指します（3㌻参照）。 

【具体的な取組み③ 環境に配慮した取り組み】 

・当グループは貴市のより良い環境を実現するための指針とな

る『第二次入間市環境基本計画』を理解し、温室効果ガス排出

量の削減や循環型社会の形成等環境負荷低減につながる取組

み、省エネ活動を推進することで、SDGs の目標である「７ エ

ネルギーをみんなにそしてクリーンに」「１２ つくる責任つかう

責任」「１３ 気候変動に具体的な対策を」の達成に寄与します。 

（１）エコチューニング事業者としての省エネの実践 

・構成企業は、温室効果ガス排出量削減のため環境省が取り組

む「エコチューニングモデル実践事業」に平成 26年度から参画

し、自社ビルや受託管理ビル等での「エコチューニング実践」の

経験を活かし、認定登録事業者としてエコチューニング事業を

展開しています。 

・このエコチューニングは、エネルギー使用状況を分析し、設備機

器・システムの適切な運用改善による温室効果ガス排出削減を

行う事業です。 

・ALIT においても、エコチューニング事業者のノウハウを活かし

た省エネルギー活動を進めております。 

１

２ 

エコチューニング事業者認定証 

学びのきっかけとなる事業の実施 
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民間活力やＩＣＴを活かした、利用の促進や効率的な運営を実現できる新たな提案 

申 請 者 いるまミュージアムパートナーズ 

（２）ALITにおける省エネ活動 

・当グループでは、無駄なエネルギー消費を抑えるため基礎デー

タとして、電気ガス水道の使用量を毎日検針しています。また

毎月集計し、過去の同月の使用量と比較・分析のうえ、貴市との

月例定例会議で報告・検討し、省エネ活動に役立てております。 

・電気の使用量削減の取り組みとしては、新たな設備機器を導入

するのではなく、空調機でのエリア別の夏・冬設定温度調整、 

外灯点灯の時間短縮などがあります。また、空調機の外気取り

込み量の調整することで熱効率を高め、稼働時間を短縮してい

ます。 

・ガスの使用量削減に対しては、吸収式冷温水発生機の運転時間

を短縮し、余熱を利用した使用量の圧縮等で、省エネを促進し、

限りある資源を有効活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アルカリイオン電解水（ISO9001） 

・構成企業ではアルカリイオン電解水を自社で生成しており（品

質マネジメントシステム ISO9001 認証取得）、環境保全に取

り組んでいます。 

・アルカリイオン電解水は一般的な洗剤と異なり界面活性剤、科

学合成物質を使用していないため、水と同じで環境に負担が掛

かりません。また、殺菌効果もあるため、施設の清潔感・衛生面

の向上に加え、インフルエンザ・ノロウィルス、また新型コロナウ

ィルスの感染症の予防にもつながることから、ALIT において

もアルカリイオン電解水を導入し、環境に配慮した清掃業務を

行っております。 

（４）利用者への環境配慮の周知啓蒙 

・当グループでは ALIT を環境に優しい施設としてあり続けるこ

とを使命と考え、利用者にもご協力いただきながら、よりよい

環境づくりに取組んでおります。 

・利用者が不便を感じない程度の節水・節電等、廃棄物抑制とい

った環境配慮の活動にご協力いただけるように呼びかけを行

っております。利用者にもご協力いただくことにより、環境配慮

に対する意識の啓蒙にもつなげています。 

 

■分析結果
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6.1

　2020年度に対比して2021年度は104,208Kwhの使用量増加。2019年度に対しては令和3年度は29,086Kwhの増加となった。

　今年度は2020年度のようにコロナ臨時休館がなく大幅に電力使用量は増加し、2019年度と比べても空調機による常時換気の必要が新たに生じた

　ため、増加している。これまでと違い、常時換気をしていた2021年度の値が今後参考になると考えられる。

　2022年度も新型コロナウイルス対策・文化財保護・省エネ対応を並行して活動して参ります。
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入間市博物館年間電気使用量（KWH）
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毎月の電気・ガス・水道使用量集計表 

年度報告書における「電気使用量の分析」 

デジタル指示調節計による温度管理 
【電気使用量圧縮】 冷温水発生機運転時間短縮 

【ガス使用量圧縮】 

利用者への環境配慮協力要請 
【廃棄物抑制】 

アルカリイオン電解水の使用例 
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【施設内案内看板更新の提案】 

・ALIT敷地内の看板は、老朽化などにより案内機能を著しく損なっているものが散見されます。 

・施設の存在をアピールするため、また施設のイメージを向上させるために現状の案内看板の課題を踏ま

え、次期指定期間 5年間の中で計画的に修繕・設置をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ALIT敷地内案内看板の現状・課題  ※番号は上図内番号に該当 

01 正門ヨコ植え込み・・・文字表面塗装がひび割れており、劣化

が激しい。 

08 南門・・・もともと特に表示なし（敷地内の別棟茶室利用の時

以外あまり使われない）。 

02 正門・・・正門（黒大理石地部分）に何の表示もない。小さな

掲示物をいくつも貼り付けていて、「正門感」がない。開催中の 

催事を、伝わりやすく表示できるようにしたい。 

09 東門・・・バスで来館の場合はこの門から入るが、「入口感」に

乏しい。フェンスに掲示があるが、劣化が激しく統一感もない。 

03 正門入って右（自販機横）・・・敷地内地図看板があるが、  

劣化しており表示内容も薄い。 

10 東門入って正面・・・木製の立て看板劣化が激しい。2022年

8 月現在、シルバー人材センターが修繕しているが木製のため耐

用年数が短い。 

04 本館前植え込み（スロープ途中）・・・劣化が著しく、判読  

不能。 

11 東門入って右手・・・敷地内地図看板があるが、劣化および枝

木が覆いかぶさっており目に入りにくい。表示内容も不足。 

05 本館・・・入口に向かって左の壁面に小さく文字があるのみ。 

遠目で見て、何を開催しているか分かりにくい。催事時に木製の

立て看板（紙貼り付け）を柱に紐でくくりつけている現状。 

12 バス停付近・・・バスを降りてから博物館本館までのアプロー

チが分かりにくい 

06 西門・・・もともと特に表示なし。一煎の表示や貼り紙が雑然

と掲示してある。 

13 東門を入ってから、本館エントランスまでの案内看板・・・調

整池以降のルートが分かりにくい。 

07 休館日のみ設置するバリケード・・・使用時以外（開館日）は

パイロンとバーを近く（地形模型や銅像の後ろなど）に置いてい

て景観を損ねている。 

14 敷地内各所・・・植え込み等の「蜂注意」「ペット禁」「自転車乗

り入れ禁」劣化が顕著。 

その他…館パンフレットや掲示している地図などに「正門」「東門」「南門」「西門」と印刷されてはいるが、各門そのものに表示が無い

ため、利用者にとって分かりにくい。 

１

３ 
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【LED化の提案】 

・昨今の電気料金高騰の状況を鑑み、将来的な電気代削減を見据えた全館 LED 交換の試算をアイリスオ

ーヤマ株式会社に依頼しました。 

・試算結果は以下のとおりですが、LED交換による電気代削減率は約 80％で、8年と少しで LED交換

に要する費用を回収できる見込みとなっています。 

・実際にはより詳細な試算によって回収時期を見込むことになるため、あくまでも参考提案として提示し

ます。 

・LED交換によって施設全体が明るくなり雰囲気が良くなります。また、単純に電気代が削減できるだけ

ではなく、管球等消耗品や管球交換に要する作業費も削減されるため、長期的視点でいずれかのタイミ

ングで交換することが望ましいと考えます。 

※場合によっては、部分的な交換にも対応可能と考えます。 

■LED交換に係る費用（見積） ※全館交換の場合 

    33,000千円（電球交換、各種器具交換、足場設置費用、高所作業費等含） 

■LED交換による削減効果（試算） ※全館交換の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・削減率：79.6％ 

・年間削減額（年間電気代 5,104千円とした場合の見込）：4,065千円 

■回収にかかる期間（目安） ※全館交換の場合 

・33,000千円／4,065千円≒8.1年 

 

 

LED 交換による試算表（目安） 


